





























































































第二期 院政 第 期 院政
5 7 年 9 月 7 0 年 5 月
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に事を委して単 諸政をキコシメサレルだけの形態が多かった。其の様な場合 人民層からみる場合 於 は現実に政治の局に当る者が最高権力者と見えるのは当然であり、何等か 必要によって自己の保護者として依頼する場合に於ては、其の最高権力者と見える者に依存する事が最も有利且つ安全 ると思惟するのは当然と云えよう。例えば課役負担を免れる為に自己の土地を名目上寄進する様な場合特に然りである
。
此の様な事情の中から摂関
















代国家の高官・高職に補せられ、それに伴う経済的地盤似を獲得し、皇室との血縁関係を確立して遂に太政大臣の具体的職掌として出発した摂関職を独占して官職 任免権を掌握し、弦に其 執政々治を展開したが、其の結果班田農民 から成長して来 名主層は、過重なる課役の負担から免れる為に 其め荘官職を保有して争って其の荘園を藤原長に寄進する様になった
c
かくで始め一



















三条天皇はかくして藤原氏を外戚とせずして即位せられ、弦に強力なる親政を展開せられるに至った。当時荘園は、「抑々我朝者偏依荘園滅亡者也」仰と云はれる有様 ったから、天皇は荘園を停廃する事が律令制を振作す 所以であると覚られた であるが、実行の到底不可能なるを察して荘園には荘園を以て対抗する以外に親政実現の方途は無いと考えられる様になり、日本一の大土地所有者たる藤原氏を押えて天皇親政の実をあげる為には自が大土地所有者たる豪族になると云う政策を取らざるを得子、悲に其の荘園整理令部を下すに至
っ
た。記録荘園券契所はかくして
設置せられたが、其の目的と 所は藤原氏 筆頭としての権門・寺社・豪族等の荘園を可及的最大限に整理すると共 、皇室の経済的基礎を再建しようとす も であったのである
。
此の荘













































ていた中下級貴族出身の院近臣が摂関家を始めとする上級貴族と共に補せられて居り、判 代には中流以下の貴族が補せられていた。然し判官代は吏途の 発点として任ぜられる例が多く其等は多く若年ゅにして比職に補せられた。史受領層としての近臣層は院の側近に奉仕する為に遠国に赴任出来ず、畿内先進地域即ち熟圏、大国側に任ぜられ 経済的奉仕を行いつ〉其 身を院 専制下に守ってい 院は叉院近臣層を在来の朝廷
H
政府機構の中に



























を正当化した源氏は、関東 豪族・領主層を軍事的に組織し得て武家政権を開く端緒をつかんだが、か〉る豪族層をつかんだ事は、其の末端機構の存在を肯定した半古代的性格を得た となり、同時に豪族にとっては其の相互間の対立と階級的連合 必要との為に階級 超越した貴族出身の頼朝を頭首に選ばざるを得ない結果となった。頼朝が独裁的権力を振い文院 庇護を蒙 ながら漸進した封建色は是等半古代的な性格 自然の姿であり。頼朝は平民及義仲 の鼎立 利用し、其の間院に蜜奏叫して巧に進出し院をして東山・東海両道に対する事実的支配権を政治的に認めさせる結果を得て、労せずして東国行政権とも云うべきも 仰を其の手中に収めた。此 様 して源民は律令機構に拠って樹立された最初の武家的政権たる平民の後 追って 惣領制及御家人組織の上に立つ進歩的新機構を以て鎌倉幕府を創設するに至った
。


















































もの、同承久・宝治・弘安の乱 結果北条政権に圧迫せられたもの、同地域的封建的支配体制を指向す 個人的利害 みを以て集散する悪党的武士団の活躍 旬新田・足利等の有力御家人の寝返り、等によって其の理想を実現し得 建武中興を見 ったが、其は土地国有制に裏付け ぬ理念的律令制国家 為に、二条河原落書切に見られる様な困乱を惹起 三年を経ずして中興政治は破綻し南北朝時代に突入して行った
。
北朝はやがて
武家の単一政権と化し 六十年の争乱を経て古代政権 南朝は完全に屈服した。然 其の天皇親政思想即律令制国家思想
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るべきとそ」と結んで る。但し 何時頃から設定されたものか明かでは い
。
制清水
E
健「荘園志料」八代昌治「荘園目録」吾妻鑑、東寺
百合文書、高野山文書、東大寺文書、小早川家文書、間代文書等によって国別に、叉院政の第一期、第二期、第三期別に分類して集計した院政々格下御領荘園一覧表による。
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